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今年も折り返しとなり 7月を迎えました。今年は遅い梅雨入りで 6月から夏日となり、 

蒸し暑い日が続き気分が曇りがちになります。そんな時こそ晴れた心を持ちたいですね。 

7月 7日は新暦の七夕です。 

七夕は年に一度、天帝の娘である織姫星(こと座のベガ)と夏彦星(牽牛星、わし座のアルタイ

ル)が天の川を渡って会うことを許された特別な日とされております。 

二人は共に働き者でしたが結婚生活があまりに楽しく仕事をしなくなり、 

結婚を許した天帝が怒り、二人を天の川を隔て引き離しました。 

7月 7日だけ会う事が許され、現れたカササギが 

橋を架けてくれるのだそうです。 

七夕の由来 

五節句の 1つに数えられる七夕は、日本古来の年中行事である「棚機（たなばた）」と、 

中国から伝わった「乞巧奠（きこうでん）」が由来していると考えられています。 

棚機（たなばた）は古代日本における禊（みそぎ）の行事、つまり穢れ（けがれ）を清める行事 

です。毎年稲の開花時期に合わせて、主に農村部で盛んに行われていたと言われています。 

棚機行事では、まず村の乙女が水辺の小屋にこもり、着物を織って棚に供えます。 

神様を迎えて豊作を祈り、村の人々の穢れを清めるのです。着物を織る際に使用されたものが、 

棚機という機織り機でした。やがて日本に仏教が伝えられ、棚機はお盆を迎える準備のための

行事として旧暦 7月に行われるようになりました。 

乞巧奠（きこうでん）は、織姫にあやかり機織りや裁縫の上達を祈る中国の行事です。 

7月 7日に庭先の祭壇に針や五色の糸を供え、星に祈りを捧げます。後の世には、 

機織りや手芸だけではなく芸事や書道といった手習い事の上達を願う行事となりました。 

乞巧奠が奈良時代に日本に伝わると、日本にあった棚機と融合し、七夕（しちせき）と呼ばれる

宮中行事になりました。七夕（しちせき）は、織姫と彦星の逢瀬と詩歌・裁縫の上達を願って星に

祈りを捧げ、五色の糸や金銀の針、山海の幸を供える行事です。供物の祭壇の左右には笹が

立てられ、五色の糸がかけられたと言われています。また、梶の葉に和歌をしたため祀りました。

この五色の糸と梶の葉が、笹飾りの始まりと伝えられています。室町時代になると、宮中行事で

ある七夕、そして織姫と彦星の物語が民間に伝わりました。そして、農村で古来より広く 

行われていた棚機にちなみ、七夕（たなばた）と読むようになったと言われています。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

｛盂蘭盆会行事について｝ 

可愛い子たちのお盆のご供養を以下の日程で予定させていただきます。 

期日：令和 6年 8月 15日(木)読教時間：午後 1時より 

施餓鬼のお塔婆も受付しております。 


